
第２回インフラメンテナンス大賞

受賞者

コメント

団体概要

問い合わせ先

厚生労働
大臣賞

水道分野

既設のダクタイル鋳鉄管の地震被害で、継手部の抜けが多
く発生したことを受け、継手の外周から専用金具を取り付け、
耐震管同等の3DkN（Dは呼び径、単位ｍｍ）の離脱防止性
能を得る「耐震補強金具」を開発。また、フランジ継手部用
として「フランジサポート」を開発した。

南海トラフ地震や首都直下地震など地震災害が切迫してい

る中、水道施設の多くを占める管路の耐震化は喫緊の課題で

あり、設置環境など多様な条件に応じて工法を選択しながら

着実に進める必要がある。そうした中で、本技術は断水がで

きない重要な管路においても、耐震化が可能となる画期的な

工法であり、既に本格販売の開始後2000組以上という豊富

な納入実績を有していることが評価された。

昭和16年の創業以来、一貫して上下水道・ガス

管路の維持管理に携わり、独自の製品・工法を開発

し、業界をリードしてまいりました。断水すること

なく通水したまま既設管から分岐管を取り出す工事

を可能とし、「日本から断水をなくした会社」とし

て水道界では社名が浸透し、“技術の大成機工”と

して評価を頂いております。

日本で国際水協会の国際会議が開催される今年、

大阪市、岡山市それぞれと当社が共同開発した製品

が受賞したことは、国内外に耐震技術の重要性を示

す好機になったと同時に、わが国がこの分野に着目

していることを世界に示す実例になったと思います。

今後も様々な機関、自治体と連携して世界に発信で

きる耐震技術の開発に挑みたいと考えております。
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道路事情、埋設状況、予算な

どの諸事情により耐震管への布

設替えが困難な場合がある。管

を取替えることなく、不安のあ

る継手部のみを補強することで、

効率的にグレードアップできる。

断水不要のため施工計画が行い

やすく、継手部のみの掘削で済

むので、交通規制や周辺住民へ

の影響が最小限に抑えられる。

重要管路の早期対策として有効。

対象口径は最大呼び径1000mm。

不断水で設置可能な継手部補強金具による既設管の地震対策
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